
平蔵17年 度第2回 県民活動審議会の概要について

1 開 催日時 場 所

平成 17年 7月 22日 (査)1400～ 1600 山 口県庁実用第2会議宣 (4F)

2 出 席者

委員    樋 日会長 安 藤委員 河 村委員 斉 藤委員 シャルラ委員 新 と委員

西村委員 西 山委員 福 森委員 脚 叫委員

(18ね (1名人員)中 10名  出 席)

,デザ…t 「 やまぐち県民活動きらめき財白J藤 屋副理事長

県     環 境生活部波長、県民生活課長 県 民活動推進室長ほか職員4名

3 眠  要

く1)会 議概要

「平成 17年度県民活動白書 (案)に ついてJ 「 県民活動促進期間の取組みにつ

いて」、 「やまぐち県民活動支援センタ■への指定管理者制度の導入についてJに

関して事務局から説明を行い、委員から意見を聴取.

(2)主 な意見等

平成 17年度県民活動白書 (案)に ついて

「新たな公共サービスの担い手としての役割を担いつつある県民活動団体Jと いう

表現は、 「公共サービスの下請けJと いうようなイメージが強く、それだけではな

く、いわゆる'― カルガパメントと言つてもいいような地域政府のような意識で、

地域の意思決定をする紙Fnといぅょぅな意味合いを14たせるような表現を書き添

えて頂きたい。

県民の 「今後の活動の意向」の調査結果で、57%が したいと思つているが 活

動に参加できない理由として  「階度や体力に問題があるJと か f活動する時間

がないJな どを多くあげているが、これは、ボランティアなどの県民活動を何か

特別なものとする意識があるのではないう、 こうしたことから、身近にだれでも

活動できるといったような事例も紹介した方がよい。

県民活動促進期関の取組みについて

県民活動促進キャンペーン実行委員会の第4回 の会議では、今年度実施についての

課題検討及ぴ来年度への提案 握言を行うことから 薯 議会委員も同席し 意 見交

換を行うこととする.


